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1 はじめに
本研究では，学校の教室にいる生徒達のような共同体におい
て，その共同体に存在する周囲と差異をもった異人に対してお
こす排除行動（共同体内部異人排除行動，いじめ）にていて考察
する．
近年のいじめは被害者と加害者が入れ替わりながら進行して
おり，その原因は共同体の構成員間における相互作用によるも
のであると考えられている [1]．
本研究では，共同体の構成員がもつ多様性といじめられる可
能性のある構成員（いじめ候補者：solitude）の関係について述
べた先行研究 [3]を元に，共同体内に特殊な行動をおこす構成員
（特殊共同体構成員）を加えることでその関係がどのように変化
するのかを，構成員をエージェントと捉え，マルチエージェント
シミュレーションにより考察する．
2 共同体のマルチエージェントモデル
本研究では，N 人の生徒が存在する学校の教室を想定する．
モデル内では教室を共同体，生徒を構成員（エージェント）と捉
える．各構成員は識別 ID をもち，識別 ID が i(1  i  N) で
ある構成員を構成員 i と表現する．また，各構成員の価値観を
価値配列により表現する [3]．価値配列とは，M 種類の価値から
なる集合を V とし，集合 V の中からm(m = 1 M)種類の価
値を一様乱数に従って選択する配列のことである [3]．構成員 i
が選択した価値数を mi と表す．構成員 iが '(' = 1  M)番
目の価値を選択したとき，vi(') = 1と表し，選択していないと
き，vi(') = 0と表す [3]．構成員はm種類以上の価値を選択す
ることはできないものとする [3]．
構成員 i と構成員 j の価値観が似ているかどうかを共有価値
数 c(i; j)で表現する．共有価値数 c(i; j)は，
c(i; j) =
MX
'=1
vi(')・vj(')， (1)
により計算することができる [3]．また，価値を完全に共有する
集団を 1つのグループとして数える．
構成員はおこす行動により一般共同体構成員と特殊共同体構
成員に分けられる．行動をおこす方の構成員を活動構成員とし，
識別 IDを actとする．また行動をおこされる方の構成員を対象
構成員とし，識別 IDを obj とする．活動構成員，対象構成員と
なる構成員は変化する．図 1にモデル図を示す．
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図 1 モデル図
一般共同体構成員は同調行動と排除行動という 2 種類の行動
を以下の条件によりおこす．
同調行動：構成員 act の作用確率を pact = c(act; obj)=mact と
し，pact が [0; 1)の一様乱数 pに対して pact  pとなるとき構
成員 act は構成員 obj に対して同調行動をおこす．同調行動と
は，vact(') = 0かつ vobj(') = 1である価値 'が 1つ以上存在
するときその中から無作為に 1つ選択し，vact(') = 1とする行
動のことである．ただしこのとき，構成員 actが m種類以上の
価値を選択しているとき，vact( ) = 1かつ vobj( ) = 0である
価値  （ 6= '）を無作為に 1つ選択し，vact( ) = 0とするこ
とで構成員 actの選択価値数がm種類を超えないようにする．
排除行動：構成員 actの作用確率が一様乱数 pに対して pact < p
となるとき，さらに前回計算した共有価値数 c0(act; obj)との差
が少なくとも，周囲とどの程度の差異により排除行動をおこす
のかを示す排除閾値 d よりも大きいとき，構成員 act は構成員
obj に対して排除行動をおこす．排除行動とは，構成員 actと構
成員 obj の共有価値 'が 1つ以上存在するとき，その中から無
作為にに 1つ選択し，vobj(') = 0とする行動のことである．
次節で特殊共同体構成員について述べる．
3 特殊共同体構成員
天邪鬼 (Perverse)：一般共同体構成員と反対の条件において同
調行動と排除行動をおこす構成員．
強同調構成員 (Well-Tuning)：構成員 act の作用確率 p0act を
p0act = pact + supとすることで同調行動をおこす確率が高くな
る構成員．
強排除構成員 (Well-Exclusion)：構成員 act の作用確率 p00act
を p00act = pact   supとすることで排除行動をおこす確率が高く
なる構成員．
正義構成員 (Justice)：選択価値数が援助閾値 help以下の構成
員に対して，自身と同じ価値を持たせる構成員．
邪悪構成員 (Evil)：選択価値数が援助閾値 help以下の構成員に
対して，価値を取り去る構成員．
4 数値例
本研究では，特殊共同体構成員の存在がいじめに対してどの
ような影響を与えるかをシミュレーションにより考察する．環
境および構成員の属性に関するパラメータを表 1に示す [3]．援
助閾値はいじめ候補者の選択価値数の平均により定める．
表 1 環境および構成員の属性
名前 記号 数値例
全構成員数（人数） N 20
価値の種類 M 10,20,30,...,100
最大選択価値数 m 10
排除閾値 d 1
補助確率 sup 0.3
援助閾値 help 3
図 2に特殊構成員 (天邪鬼，強同調構成員，強排除構成員，正
義構成員，邪悪構成員) の存在によるグループ数の変化を示す．
図 3 に特殊構成員の存在によるいじめ候補者数の変化を示す．
ただし，特殊構成員が存在する共同体とは，1人の特殊構成員と
N   1人の一般構成員からなる共同体である．
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図 2 価値の種類に対するグ
ループ数
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図 3 価値の種類に対するい
じめ候補者数
先行研究 [3]より共同体はいじめ候補者は少なく，グループ数
は多い状態が理想であると示されている．共同体内はグループ
数が多く，いじめ候補者数は少ないという状態が好ましい．そ
のため，強同調構成員が存在している共同体のように，いじめ候
補者は少ないが，グループ数が少ない共同体は好ましい状態で
はない．ここで，正義構成員が 1 人存在する共同体はグループ
数が多く，いじめ候補者数も少ない共同体である．このことか
ら，正義構成員ののような存在が共同体内に 1 人存在する共同
体において，いじめを減らせる可能性があることがわかった．
5 まとめ
本研究では，特殊共同体構成員が存在することでいじめがど
のようになるかを考察した．その結果，正義構成員となりうる
存在（ヒューマノイド型ロボットなど）が共同体内に 1人存在す
る場合にいじめを減らせる可能性があることがわかった．今後
の課題としては，特殊共同体構成員の人数の変化が共同体内の
いじめに与える影響などがあげられる．
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